
観　光観　光 訪日教育旅行
海外からの誘客を進める手段として注目を集めているものに、海外の学校で行われる教育旅

行を日本に誘致することがあります。教育旅行は、教師等の引率者と児童生徒による団体旅行
の形態が一般的で、日本で言う修学旅行と似たような形態ですが、①訪問先に相手国の学校を
含むことが多い、②全員参加が前提の学校行事ではなく、希望者が参加する形態をとる、こと等
から修学旅行と区別して教育旅行と呼ばれることが多くなっています。
こうした訪日教育旅行の推進には、主に経済と教育という２つの側面からの意義がありま

す。先ず、経済的な側面としては、①訪日教育旅行で日本を訪れた児童・生徒、また、その家族
に日本の魅力を感じてもらうことで、リピーターや訪日客のすそ野拡大が期待できること、②訪
日旅行者が受入先の地域で消費することにより地域の消費拡大につながること、などが挙げ
られます。
一方、教育的な側面では、受入先の地域の児童・生徒が日本にいながらにして、外国人と接し

たり、外国語に触れるなど異文化体験することで、海外への興味やグローバルな視点が広がるな
どの効果が期待されます。
訪日教育旅行の実績をみると、2013年度で訪日教育旅行を受け入れた小学校・中学校・高等

学校は2,340校にのぼり、合計で44,503人を受け入れています（いずれも延べ数）（図表１）。相手
国・地域としては台湾が最も多く、次いで韓国となり、合わせて約５割を占めています（図表２）。
三重県においても、三重県庁やジュニアサミットの舞台となった桑名市などの行政を中心に訪日

教育旅行の誘致を推進する動きが活発化しています。2016年１月には台湾の高雄市と訪日教育旅
行の受入促進に関する協定を締結し、同年11月にはその取組の一環として高雄市の教育長をはじ
めとする教育関係者の団体が三重県を訪問して、受入候補先等を視察しています。こうした動き等
により本年５月、６月には台湾・新北市の高校生や高雄市の小学生が桑名市の高校、小学校をそれ
ぞれ訪れるなど実績が出ており、今後も教育旅行の動きが活発化することが期待されます。
今後、さらに訪日教育旅行を推進していくためには、①調整人材の不足、②スケジュール調整

の難しさ、③経費負担に関する予算調整、④通訳の確保、⑤訪問者ニーズの適正な把握（国・地
域によって目的・ニーズに特徴）、などの課題をクリアしていくことが求められます。

三重銀総研 調査部長　別府孝文

（資料）観光庁・文部科学省「訪日教育旅行受入促進検討会報告書」より
　　　三重銀総研作成

図表１ 都道府県別の訪日教育旅行受入実績（2013年度）

（資料）観光庁・文部科学省「訪日教育旅行受入促進検討会報告書」より
　　　三重銀総研作成

図表２ 地域別の訪日教育旅行受入実績（2013年度）
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「未病を治す」東洋医学の考え方

教授　山本 晃久
鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部　鍼灸学科

「胃が痛いので病院で検査して病気かどうか
診てもらおう」
「風邪になったから、怪我をしたから、病院
に行って薬をもらおう」
日本の病院では西洋医学による医療が行わ

れています。その考え方は「病気になったら治
療する」いわゆる『病気（疾病）』を対象とする
のが特徴です。
一方で、「漢方治療」「鍼灸治療」「薬膳」など

の東洋医学も代替医療として昔から行われて
います。東洋医学では『未病』を対象とします。
「何となく体の調子が悪い、けれども病院の検
査では異常がない…」これが未病という状態で
す。この未病の状態を改善していくことで、病
気にならない健康な体をつくる、病気を予防す
る、養生をする医学が東洋医学なのです。
「未病」および「未病を治す」という言葉は、中
国最古の医学書と呼ばれている「黄帝内経」に初
めて記載されています。「聖人はすでに病気に
なったものを治すのではなく、未だ病気になっ
ていないもの（未病）を治す」「すでに病気になっ
た後に薬を飲むということは、喉が渇いてから
井戸を掘るようなものであり、戦争が始まって
から兵をそろえるようなものである、それでは
遅いのである」と述べ、「未病」とは病気へ向かう
状態であり、この状態を捉えて治すことができ
る医療人が聖人であると書かれています。
西洋医学では、健康でなければ病気、病気で

なければ健康というように絶対的に評価しが
ちです。ところが東洋医学では、多様な健康状
態を重要視し、健康と病気の間を連続的に変化
するものとして捉えます。健康から病気へ向か

う変化する過程を表す概念が「未病」であり、心
身の状態を整えて、より健康な状態に近づける
ことを「未病を治す」と言います。そして漢方
薬・鍼灸・薬膳は、この「未病を治す」のに最も
効果を発揮する治療法なのです。
東洋医学の健康状態を判断する指標の一つ、

気の異常について紹介します。気は、体を構成
する一要素で、全身を流れて心身の健康を保っ
ていると考えられています。気が不足すると、
体がだるく疲れやすい・手足が冷えやすい・風
邪をひきやすいなどの症状が現れ、気の流れが
悪くなると、ストレスに弱い・イライラする・寝
つきが悪いなどの症状が現れます。このような
症状で悩んでいる時、他の人から「気の所為（せ
い）じゃないの？」と、勘違いや思い違いをして
いるとの意味で言われることがありませんか？
東洋医学ではこれらの症状は思い違いではな
く、「気の所為」による「未病」の状態なのです。
ちなみに、気の不足には、気を補う漢方薬・

灸・薬膳（もち米、栗、大麦、山芋、ナツメなど）
の治療が効果的です。気の流れを改善するの
は、鍼治療が効果的です。
高齢化が急速に加速している日本において、

健康寿命を延ばすために、東洋医学の「未病を
治す」の考え方はとても価値のあることです。
高齢者だけでなく、若い頃から意識を持つこと
も大切です。「未病を治す」には、西洋医学の治
療とは異なる療法もあることを知り、自分はこ
ういう生き方をしたいと考え、生活習慣を健康
的に改めることが重要になってくるのではな
いでしょうか。
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